
ＥＴＦの呼値の単位の見直しについて

２０２４年１２月２５日

株式会社名古屋証券取引所

Ⅰ 趣旨

当取引所では、これまでにも投資家がＥＴＦの取引において支払う執行コストを低減させ、もってＥＴＦを利用した投資の利便性を向上

させるために、呼値の単位の見直しを行ってきましたが、将来的な投資家の利便性等を考慮し、新たに呼値の単位の見直しを行います。

具体的には、現状、ＥＴＦは株式等の呼値の単位を適用しておりますが、呼値の単位が相対的に大きく、投資家の執行コストが高い状態

となってしまう可能性がある売買単位が１口のＥＴＦについて、新たな呼値の単位を適用することとします。

Ⅱ 概要

項 目 内 容 備 考

ＥＴＦの呼値の単位の見直し ・ ＥＴＦにおいて、原則として売買単位が１口の

銘柄について、新たな呼値の単位（呼値テーブル

番号は０４を予定）を適用します。

※売買単位が１０口以上の銘柄については、現状

と同じくＴＯＰＩＸ５００構成銘柄に適用さ

れる呼値の単位（呼値テーブル番号は０３）

を適用いたします。

・ 新たに設定する呼値の単位の詳細については、

別紙をご参照ください。

・ 売買単位当たりの価格が円位未満の端数を含む価

格となることを避けるため、売買単位が１口の銘柄

の呼値の単位は、ＴＯＰＩＸ５００構成銘柄に適用

される呼値の単位の円位未満の呼値の個所を１円と

したものを用います。

・ 売買単位が１口のＥＴＦにおいて、その価格変化

により呼値テーブルを変更する対応が不要となりま

す。

Ⅲ 実施時期

２０２５年５月を目途に実施します。

以  上
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株 価

呼値の単位

売買単位が１０口以上

（現状より変更なし。呼値テ

ーブル番号は０３）

売買単位が１口

（呼値テーブル番号は０４を

予定）

１円   ～ 1,000 円 以下 0.1 円

1 円1,000 円 超 ～ 3,000 円 〃 0.5 円

3,000 円 〃 ～ 10,000 円 〃 1 円

10,000 円 〃 ～ 30,000 円 〃 5 円 5 円

30,000 円 〃 ～ 100,000 円 〃 10 円 10 円

100,000 円 〃 ～ 300,000 円 〃 50 円 50 円

300,000 円 〃 ～ 1,000,000 円 〃 100 円 100 円

1,000,000 円 〃 ～ 3,000,000 円 〃 500 円 500 円

3,000,000 円 〃 ～ 10,000,000 円 〃 1,000 円 1,000 円

10,000,000 円 〃 ～ 30,000,000 円 〃 5,000 円 5,000 円

30,000,000 円 〃 ～ 10,000 円 10,000 円

別 紙


